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の

ポイ
ント
！〈令和3年度決算審査〉
私たちの税金はどう使われた？
〈令和3年度決算審査〉
私たちの税金はどう使われた？



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

議
員
の
視
点
か
ら
（
議
案
質
疑
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

Ｑ　
平
和
寺
訴
訟
問
題
の
経
過
報
告
が

さ
れ
た
が
、弁
護
士
謝
礼
以
外
に
、訴
訟
費

用
と
し
て
事
務
負
担
は
あ
る
か
。

Ａ　
作
業
道
開
設
や
防
護
柵
の
追
加
な

ど
に
要
し
た
費
用
を
加
え
る
た
め
、
訴

え
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
印
紙
代
と
し
て
４
万
８
千
円
を
、
準

備
書
面
の
郵
送
な
ど
裁
判
に
付
随
し
て

生
じ
た
実
費
と
し
て
約
４
万
７
千
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
自
転
車
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の

成
果
は
い
か
に
。
ま
た
、
市
外
か
ら
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

Ａ　
観
光
客
な
ど
が
気
軽
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
修
善
寺
駅

前
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
設
し
、
特
に
＊
e
‒
バ
イ
ク
に
よ

る
市
内
周
遊
コ
ー
ス
の
案
内
、
利
用
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

　
市
外
か
ら
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
評
価

は
、
好
評
い
た
だ
け
て
い
る一方
で
、
道

路
の
凸
凹
が
気
に
な
る
、
道
路
が
狭
い

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
、
今
後
の
課

題
と
な
る
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

Ｑ　
変
更
予
定
の
八
木
沢
・
小
下
田
地

区
指
定
避
難
所
の
改
修
整
備
に
係
る
予

算
だ
が
、財
源
と
な
る
起
債
の
内
容
と
、

市
の
実
質
負
担
額
は
。

Ａ　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
と
一
般

財
源
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
借
入
額
と

し
て
は
約
９
千
万
円
で
す
。
市
の
実
質

負
担
額
は
、概
算
で
約
３
千
万
円
で
す
。

廃
棄
物
処
理
施
設
の
供
用
開
始

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

Ｑ　
条
例
の
施
行
開
始
に
よ
り
、
市
民

生
活
上
及
び
搬
入
事
業
者
に
と
っ
て
、

現
在
と
比
較
し
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起

き
る
と
予
想
す
る
か
。

Ａ　
現
行
と
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
と
、
土
肥
戸

田
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
停
止
と
な

り
、
令
和
５
年
１
月
に
新
ご
み
焼
却
施

設「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
」
が
本
格

稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
燃
や
せ
る
ご

み
の
直
接
搬
入
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
い
ず
に
搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
な
ど
の
資
源
ご
み
は
、
柏

久
保
・
土
肥
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
搬
入
で
き
ま
す
。

令和４年伊豆市議会 8 月臨時会・9 月定例会

①令和３年度決算の認定
③条例の一部改正・制定

②令和４年度一般会計補正予算
④工事請負契約の締結

令和４年度一般会計補正予算（第３回）
主な増額は、諸支出金、教育費、衛生費、消防費

　詳　細　　※１万円以下は切り捨て

1. 衛 生 費：保健衛生総務費 /予防費 /健康づくり推進事業費 /火葬場費　【2 憶 7,368 万円】
　　　　　（市内公的病院等補助金　他）　　　　　　

2. 消 防 費：災害対策費　【1 憶 409 万円】
　　　　　　（八木沢・小下田地区指定避難所改修整備　他）

3. 教 育 費：中学校管理費 /資料館費 /体育施設費 /学校給食費　【4 億 5,358 万円】
　　　　　（物価高騰などによる新中学校建設工事費の増　他）

4. 諸支出金：基金費　【4 億 8,502 万円】
　　　　　（前年度決算剰余金に係る財政調整基金積立金の増）

5. そ の 他：総務費+民生費+農林水産業費+商工費+災害復旧費　【1 億 1,423 万円】
　　　　　（キャンプ場Wi-Fi 整備 /児童措置費 /保育所費 /生活保護総務費　他）

令和４年 9月定例会で、議会は次のとおり可決・認定しました。

報告 令和３年度伊豆市健全化判断比率の報告について
令和３年度伊豆市資金不足比率の報告について

予算

令和３年度伊豆市決算
〇一般会計歳入歳出決算の認定について　
〇各事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
  ・水道事業  ・簡易水道事業  ・温泉事業  ・下水道事業（剰余金の処分なし） 
〇各特別会計歳入歳出決算の認定について　　　　　
  ・公共用地取得事業  ・介護保険  ・7 財産区  ・国民健康保険  ・後期高齢者医療
令和４年度伊豆市一般会計補正予算（第３回）
令和４年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第１回）
令和４年度伊豆市一般会計補正予算（第４回）※ 9 月 30 日追加

条例

伊豆市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
伊豆市水道事業及び簡易水道事業の統合に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
について
廃棄物処理施設の供用開始に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

その他 工事請負契約の締結について　　※ 9 月 1 日に採決
伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合規約の一部を変更する規約について

◆会期日程
日　付 会　議 摘　　要

9月1日（木） 本会議（初日） 議案の上程・報告
2日（金） 全員協議会 決算概要説明
6日（火） 本会議（2 日目） 一般質問（１日目）
7日（水） 本会議（3 日目） 一般質問（2 日目）

13日（火） 本会議（4 日目） 議案質疑
15日（木） 連合審査 総務経済委員会
16日（金） 連合審査 教育厚生委員会
20日（火） 委員会 常任委員会（総務経済委員会）
21日（水） 委員会 常任委員会（教育厚生委員会）

30日（金） 本会議（最終日） 各常任委員長報告
質疑・討論・採決

会期 ： 令和４年9月1日㈭～9月30日㈮
会場 ： 伊豆市役所本庁２階 議場・委員会室

会期 ： 令和４年8月15日㈪

要チェック議案

賛否の分かれた議案
伊豆市松原公園条例の一部改正について
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誠

議
決
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※１ ◯…賛成　×…反対　※２ 議長 ( 小長谷　順二 ) は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。
「工事請負契約の締結について」
松原公園に整備する津波避難複合施設の建築工事の契約

建設予定の津波避難複合施設

▲

可
決

8 月臨時会

※
e

ー

バ
イ
ク
／
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
こ
と

令
和
３
年
度
決
算

3 2伊豆市議会だより 74号 伊豆市議会だより 74号

8 月臨時会・9 月定例会概要 8 月臨時会・9 月定例会概要



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

質　
　
疑

Ｑ　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
︱
０ゼ
ロ

推
進
事
業

で
、
予
算
に
近
い
実
施
件
数
が
見
ら

れ
る
が
、
補
助
額
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
実
施
す
る
件
数
が
増
加
傾
向

に
な
っ
た
か
。
ま
た
、
耐
震
診
断
の

費
用
に
対
す
る
補
助
額
の
上
限
や
、

実
際
の
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
額
は
。

Ａ　

補
助
額
が
増
え
た
の
で
は
な

く
、
希
望
者
が
増
え
た
の
で
、
予
算

を
増
や
し
ま
し
た
。
実
施
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
の
助
成

は
、
一
般
世
帯
で
１
０
０
万
円
、

高
齢
者
世
帯
で
1
2
0
万
円
で
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
事

業
は
上
限
が
26
万
６
千
円
、
改
修
事

業
の
上
限
は
16
万
６
千
円
で
す
。

Ｑ　
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
は
、
ア
ナ

ロ
グ
と
は
ど
う
違
い
、
住
民
へ
の
情

報
伝
達
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

Ａ　
ア
ナ
ロ
グ
に
比
べ
聞
き
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
聞
こ
え
な
か

っ
た
エ
リ
ア
も
、
高
性
能
の
ス
ピ
ー

カ
ー
導
入
に
よ
り
、
放
送
が
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
報
無

線
の
設
備
か
ら
、
直
接
市
役
所
と
通

信
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
で
、
食
肉

加
工
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
頭
数
が
、

令
和
2
年
度
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ　
豚
熱
が
近
隣
市
ま
で
広
が
っ
て

き
て
、
伊
豆
市
の
一
部
も
感
染
エ
リ

ア
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
一
部
の
イ
ノ

シ
シ
の
搬
入
を
制
限
し
た
た
め
で
す
。

Ｑ　
観
光
調
査
事
業
は
、
伊
豆
市
を

訪
れ
る
観
光
客
の
属
性
な
ど
を
調
査

す
る
と
あ
る
が
、
調
査
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

Ａ　
以
前
は
シ
ニ
ア
層
の
夫
婦
が
多

い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
調
査
の
結

果
シ
ニ
ア
層
だ
け
で
な
く
、
若
い
親

子
や
小
学
生
の
子
を
も
つ
家
族
が
多

く
、
日
帰
り
の
観
光
客
も
多
い
と
い

う
結
果
で
し
た
。
結
果
を
踏
ま
え
、

令
和
４
年
度
は
産
業
振
興
協
議
会
の

委
託
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
中
学
校
の
合
同
部
活
動
補
助
金

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
か
。

Ａ　
合
同
チ
ー
ム
を
作
ら
な
い
と
、

中
体
連
に
出
場
で
き
な
い
部
活
動
に

つ
い
て
、
休
日
の
合
同
練
習
の
際
の

交
通
費
に
対
し
て
、
補
助
を
す
る
制

度
で
す
。
通
学
補
助
金
を
基
準
に
、

距
離
に
30
円
を
乗
じ
て
、
そ
の
２
分

の
１
を
補
助
し
ま
し
た
。

Ｑ　
地
方
税
電
子
申
告
管
理
事
業

で
、
確
定
申
告
書
の
受
付
件
数
が
減

少
し
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、

そ
れ
と
も
※
ｅー

Ｔ
ａ
ｘ
が
増
え
た
か

ら
か
、
減
少
し
た
理
由
を
把
握
し
て

い
る
か
。

Ａ
e

ー

Ｔ
ａ
ｘ
の
割
合
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
、
来
場
者
が
減
っ
て
い
る

一
因
で
す
が
、
激
変
的
に
減
っ
て
い

く
状
況
は
な
い
の
で
、
ｅー

Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
促
進
を
周
知・広
報
し
た
り
、

確
定
申
告
の
運
用
の
仕
方
も
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
※

ス
マ
ホ
を

利
用
し
た
確
定
申
告
の
機
能
が
向
上

し
た
の
で
、
ｅ

ー

Ｔ
ａ
ｘ
よ
り
も
ス

マ
ホ
を
使
っ
た
申
告
が
増
え
て
く
れ

ば
、
来
場
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
た

め
、
税
務
署
に
ス
マ
ホ
申
告
の
講
習

会
の
開
催
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　
在
宅
福
祉
事
業
の
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
業
務
委
託
料
で
、
実
利
用
人

数
は
、
市
が
把
握
し
て
い
る
対
象
者

に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
か
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医
療

支
援
は
あ
っ
た
か
。

Ａ　
対
象
者
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
約
３
千
人
で
、
実
利
用
人
数
が
22

人
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
救
急

搬
送
し
た
事
例
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
必
要
な
人
に
届
く
こ
と
が
大
事

で
す
の
で
、
周
知
や
広
報
を
し
っ
か

り
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
e

ー

T
a
x
／
各
種
税
金
の
提
出・
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

※
ス
マ
ホ
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
略

連合審査連合審査
9/15・16

審査した主な質疑審査した主な質疑

〇積立額・・・・・・・・・・・12億 8千万円
〇取崩額・・・・・・・・・・・・6億 7千万円
〇年度末現在高・・・94億 9千万円

令和 3年度伊豆市基金総額

基金とは？基金とは？

教育費（28億5945万円）衛生費（45億7284万円）

生きいきプラザ
ワクチン接種会場

＊＊＊　一般会計歳入歳出額　＊＊＊

税金の使いみち税金の使いみち令和３年度決算

新中学校完成イメージ

牧之郷駅前

市の預貯金のことです。将
来にわたり安定した事業展
開を行えるよう、積み立て
ています。

令和４年度各会計決算総括表
会　計　名 歳　入 歳　出

一　般　会　計 241億 2,258 万円 224億 738万円

特
別
会
計
・
企
業
会
計

公共用地取得事業 1億 8,806 万円 1億 8,738 万円
国民健康保険 40億 6,153 万円 39億 6,175 万円
後期高齢者医療 4億 7,167 万円 4億 6,955 万円
介護保険 37億 4,901 万円 35億 6,862 万円
水道事業 5億 3,712 万円 5億 22万円
簡易水道事業 1億 3,007 万円 1億 1,624 万円
温泉事業 7,085 万円 6,940 万円
下水道事業 12億 3,353 万円 12億 9,046 万円
財産区（７財産区） 1,139 万円 404万円
総　合　計 345億 7,581 万円 325億 7,504 万円

※万円未満を四捨五入しています。
※下水道事業の不足額は、補填されています。

その他（議会費等）

民生費

衛生費

総務費

教育費

土木費

公債費

消防費
商工費

農林水産業費災害復旧費

＊＊総額 241億 2,258 万円＊＊ ＊＊総額 224億 738万円＊＊

地方特例交付

地方交付税

市債

市税

国庫支出金

繰越金

県支出金
寄附金
地方消費税

繰入金
諸収入 地方譲与税

歳出（使ったお金）歳　　入

・新中学校造成工事
　（6億8,235万円）他

土木費（24億8862万円）
・市道整備事業
　（4億3,574万円）
・牧之郷駅周辺整備事業
　（7,892万円）他

・地域医療対策事業
　（8億6,040万円）
・新型コロナウイルス
　ワクチン接種事業
　（2億4,579万円）他

2F

何に使った？

Check!
各
常
任
委
員
会

連合審査の概要書は伊豆市のホームページにアップされます
QRコード

▲5 4伊豆市議会だより 74号 伊豆市議会だより 74号

一般会計・決算の審査 令和 3 年度 伊豆市決算の概要



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

総務経済委員会総務経済委員会
審査した主な質疑や、定例会最終日に行われた討論審査した主な質疑や、定例会最終日に行われた討論

9/20

審査した主な質疑や、定例会最終日に行われた討論審査した主な質疑や、定例会最終日に行われた討論
教育厚生委員会教育厚生委員会
9/21

◆
令
和
３
年
度
決
算

・
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定

質　
　
疑

Ｑ　
経
営
指
標
の
推
移
で
令
和
３
年

度
の
料
金
回
収
率
が
98
．５
％
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
当
局

の
評
価
は
ど
う
か
。

Ａ　
令
和
３
年
度
の
料
金
回
収
率
は

１
０
０
％
を
下
回
り
、
給
水
収
益
だ

け
で
は
若
干
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
経
費
削
減
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

・
温
泉
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定

質　
　
疑

Ｑ　
温
泉
事
業
の
収
益
的
支
出
で
令

和
２
年
度
か
ら
１
千
４
百
万
円
ほ
ど

支
出
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
経
営

改
革
の
た
め
の
※
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

だ
と
思
う
が
、
他
に
も
要
因
は
あ
っ

た
の
か
。

Ａ　
支
出
増
額
の
要
因
は
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
た
め
の
調
査
委
託
料

１
千
91
万
円
で
す
。
他
は
電
気
料
な

ど
の
増
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
補
正
予
算（
第
３
回
）

質　
　
疑

Ｑ　
農
林
水
産
費
の
農
業
振
興
費

で
、
対
象
者
の
増
加
に
伴
う
次
世
代

人
材
資
金
交
付
金
の
増
だ
が
、
こ
の

事
業
の
説
明
を
。

Ａ　
農
業
次
世
代
人
材
資
金
交
付
金

は
、
補
助
率
１
０
０
％
の
国
の
事
業

で
す
。
新
規
就
農
を
促
進
し
、
農
業

人
材
を
呼
び
込
み
、
定
着
を
図
る
た

め
、
就
農
に
向
け
た
経
営
資
金
を
交

付
し
、
新
規
就
農

者
を
支
援
し
て
い

く
制
度
で
す
。

◆
松
原
公
園
条
例
の
一
部
改
正

質　
　
疑

Ｑ　
芝
生
広
場
、
津
波
避
難
複
合
施

設
を
指
定
管
理
に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
防
災
施
設
の
部
分
を
除
く
理
由

と
、
ど
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
の
募

集
を
す
る
の
か
。

Ａ　
避
難
に
係
わ
る
防
災
用
具
の
保

管
や
補
給
・
入
替
え
は
、
行
政
の
責

任
で
行
い
ま
す
の
で
、
指
定
管
理
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
令
和
４
年
12
月
に
公
募

し
、指
定
管
理
者
審
査
会
を
経
た
後
、

令
和
５
年
６
月
議
会
に
諮
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
す
。
オ
ー
プ
ン
は
令
和
６

年
４
月
を
考
え
て
い
ま
す
。

賛　
成　
討　
論

◆
飯
田　
大 

議
員

　
補
正
予
算
歳
出
に
組
み
込
ま
れ
た

事
業
は
、
市
民
の
生
活
利
便
性
の
向

上
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
で
あ

り
、
早
急
に
市
の
行
う
べ
き
事
業
と

判
断
し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

◆
浅
田　
藤
二 

議
員

　
予
定
さ
れ
て
い
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
と
お
し
て
、
水
道
施
設
の

将
来
像
を
十
分
検
討
し
、
経
営
戦
略

の
見
直
し
な
ど
、
議
論
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
統
合
に
よ
り
、
効
率
的
・
効

果
的
な
経
営
戦
略
な
ど
の
運
営
計
画

が
立
て
や
す
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
統
合
に
よ
り
市
民

へ
の
影
響
は
な
い
こ
と
も
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
健

全
経
営
に
期
待
し
ま
し
て
、
賛
成
討

論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

質　
　
疑

Ｑ　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
伸
び
て
い
る

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
表

れ
る
の
か
。

Ａ　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
増
え
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
か
ら
始
め
た
ス
マ

ホ
決
済
収
納
と
併
せ
、
納
税
者
が
利

便
性
を
も
っ
て
納
付
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
る
の
で
、
収
納
率
の
向
上

に
期
待
が
持
て
る
状
況
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定質　

　
疑

Ｑ　
認
知
症
対
策
事
業
で
は
、
75
歳

物
忘
れ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
り
訪
問
を
実
施
し
た
と
あ
る

が
、実
施
結
果
と
訪
問
し
た
件
数
は
。

Ａ　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
未
返
信
者
が
84

件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
把
握
が
で
き
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
、
全
件
家
庭
訪
問

を
行
い
、
状
況
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
*認
知
症
お
助
け
ノ
ー
ト（
ケ
ア
パ

ス
）
の
見
直
し
、
安
心
く
つ
シ
ー
ル

の
周
知
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
あ
る

が
、
検
討
結
果
は
。　

Ａ　
見
直
し
予
定
で
し
た
が
、
在
庫

が
多
い
た
め
、
令
和
４
年
度
の
改
定

は
見
送
り
、
今
後
の
改
定
に
向
け
て
、

検
討
を
し
て
い
ま
す
。
徘
徊
の
可
能

性
の
あ
る
方
が
外
に
行
く
際
、
杖
や

靴
の
ほ
う
が
身
に
つ
け
や
す
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き「
く
つ
シ
ー
ル
」
を

発
注
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

◆
廃
棄
物
処
理
施
設
の
供
用
開
始

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定質　

　
疑

Ｑ　
焼
却
施
設
が
新
し
く
な
る
が
、

指
定
袋
の
金
額
が
変
わ
ら
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

Ａ　

ご
み
の
有
料
化
を
し
た
時
か

ら
、
ご
み
袋
の
製
造
費
に
加
え
て
、

ご
み
の
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
受
益
者
負
担
の
制
度
で
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
同
じ
考
え
方
を
維

持
し
金
額
は
変
え
ず
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
施
設
が
新
し
く
な
る
と
、
運
営
費

や
コ
ス
ト
も
変
わ
る
が
、
値
上
げ
や
値

下
げ
に
つ
い
て
議
論
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
を
参
考
に
、
審
議
会
に
も
か
け
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
ご
み
袋
の
製
造

や
配
送
の
経
費
を
引
く
と
3
千
万
円

程
が
ご
み
の
処
理
費
に
充
て
ら
れ
る

経
費
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
や
運
搬

な
ど
に
は
１
億
5
千
万
円
か
ら
２
億

円
ほ
ど
か
か
り
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
の

で
、
全
部
を
税
金
で
賄
う
の
か
、
一

部
で
も
搬
出
す
る
量
に
応
じ
て
ご
負

担
い
た
だ
き
な
が
ら
、
税
金
の
使
い

道
を
有
効
に
と
の
考
え
方
を
含
め
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

賛　
成　
討　
論

◆
黒
須　
淳
美 

議
員

　
市
内
経
済
へ
の
対
策
と
し
て
、
緊
急

経
済
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ

ー
創
出
事
業
は
、
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
事
業
と
し
て
の
成
果
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

主
な
支
出
と
し
て
は
、
新
中
学
校

整
備
事
業
、
公
的
病
院
移
転
新
築
事

業
費
補
助
金
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
必

要
な
事
業
で
あ
り
、
市
民
の
過
度
な
負

担
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
財
政
運
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
の
施
政
方
針
に
あ
っ
た「
安
定

し
た
歳
入
の
確
保
」
と「
徹
底
し
た
歳

出
の
抑
制
」
と
い
う
考
え
方
を
、
更
に

効
果
的
に
来
年
度
の
予
算
編
成
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
認
知
症
お
助
け
ノ
ー
ト（
ケ
ア
パ
ス
）
／
認
知
症
の
方
、
疑
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
に
、
お
役
立
ち
情
報
を
ま
と
め
た
も
の

※
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
／
外
部
委
託

市
政
を
問
う　

〜
一
般
質
問
〜 

クリーンセンターいずクリーンセンターいず 整備予定の松原公園整備予定の松原公園

委員会の概要書は伊豆市のホームページにアップされます
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲ ～ 一 般 質 問 ～

市政を問う

９月定例会では、７名の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約してお知らせします。録画配信へ

質 問
Question

鈴
木　
優
治 

議
員

　
伊
豆
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画（
素
案
）

が
本
年
２
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
５
月
以
降
地
区
ご
と
に
市
民
説

明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
特
に
再
配
置
に
向
け
た
骨
太
の
方

針
と
し
て
、
積
極
的
な
借
地
の
解
消
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
半
年
過
ぎ
た
現
在
の
進

捗
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

今
年
度
末
ま
で
に
再
配
置
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
ま
す

総
務
部
長　
市
民
説
明
会
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
に
つ

い
て
、
項
目
や
施
設
ご
と
に
整
理
を
し
た

上
で
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
担
当
課
で
検

討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
改
め
て
再
配
置
計
画
案
に
つ

い
て
、
庁
内
検
討
委
員
会
で
検
討
・
協
議

し
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
再
度

行
い
、
今
年
度
末
ま
で
に
再
配
置
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

〇
小
児
科
の
不
足
危
機
に
つ
い
て

動画はこちら

伊豆市公共施設再配置計画を問う

QR コードを読み取る
アプリをダウンロードし
てご利用ください。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

アンドロイドアンドロイド

カメラアプリを起動して
QR コードを画面に入れ、
読み込みのコードが出たら
タップしてご利用ください。

iPhoneiPhone

アイフォンアイフォン

　ＱＲコードを読み取ると、議員の一般質問の様子を動画で見ることができます。
各議員の欄の左下にあるＱＲコードを読み取ってください。それぞれ一般質問の
録画を視聴することができます。

パソコンパソコン

からご覧ください。
検索伊豆市議会  ライブ中継

質 問
Question

質 問
Question

質 問
Question

杉
山　
誠 

議
員

　
化
学
農
薬
に
は
、
人
体
へ
の
悪
影
響
の

懸
念
や
使
い
過
ぎ
に
よ
る
耐
性
病
害
虫
の

出
現
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

化
学
肥
料
は
環
境
へ
の
悪
影
響
や
、
国
際

情
勢
に
よ
る
原
料
輸
入
の
困
難
さ
か
ら
、

脱
化
学
肥
料
の
認
識
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
需
要
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
有
機
農
法
の
普
及

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
せ
ん
か
。

特
別
栽
培
米
支
援
な
ど
を
継
続
し
つ

つ
、
さ
ら
な
る
環
境
負
荷
低
減
を
目
指

し
た
農
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す

産
業
部
長　
低
農
薬
・
低
化
学
肥
料
に

よ
る
特
別
栽
培
米
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
支
援
を
継
続
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
環

境
負
荷
低
減
を
目
指
し
た
農
業
を
推
進
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
で
有
機
農
業
の
推
進
に
は
、
生
産

者
の
栽
培
方
法
の
転
換
や
、市
場
の
開
拓
、

消
費
者
の
意
識
改
革
な
ど
が
課
題
で
す
。

生
産
・
消
費
の
両
面
か
ら
、
ま
ず
は
講
演

会
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ
、
市
民
へ
の
啓

発
や
理
解
促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

そ
の
他
質
問

〇
市
民
の
た
め
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ

う
に
進
め
ま
す
か

〇
男
性
用
ト
イ
レ
個
室
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

に
つ
い
て

青
木　
靖 

議
員

　
市
民
生
活
や
市
内
産
業
に
影
響
す
る
国

道
・
県
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。
そ

の
成
果
と
今
後
の
展
望
は
ど
う
で
す
か
。

　
伊
豆
縦
貫
道
を
縦
軸
に
し
た
横
軸
の
道

路
・
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
伊
豆
半
島

版
く
し
の
歯
作
戦
を
可
能
に
す
る
伊
豆
市

内
の
道
路
整
備
を
促
進
し
ま
せ
ん
か
。

今
後
と
も
、
国
道
・
県
道
の
早
期
完

成
に
資
す
る
取
り
組
み
に
積
極
的
に

協
力
し
た
い
と
考
え
ま
す

建
設
部
長　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
は
、

月
ヶ
瀬
か
ら
河
津
町
ま
で
の
、
天
城
峠
区

間
の
事
業
化
に
向
け
て
動
い
て
お
り
、
伊

豆
半
島
の
縦
軸
が
通
る
こ
と
に
よ
っ
て
周

遊
性
が
向
上
す
る
た
め
、
経
済
波
及
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
修
善
寺
駅
周
辺
の

慢
性
的
な
渋
滞
緩
和
と
周
辺
利
用
の
利
便

性
向
上
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
、
事
業

要
望
し
て
い
ま
す
。

　
修
善
寺
・
天
城
湯
ケ
島
線
は
、
一
定
の

改
良
が
な
さ
れ
、
残
す
は
一
部
未
整
備
区

間
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
早
期
の
改
良

工
事
の
完
了
を
、
強
く
関
係
機
関
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問　

　
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
す
る
人

材
確
保
・
企
業
動
向
へ
の
対
応

星
谷　
和
馬 

議
員

　
民
間
宅
地
開
発
支
援
補
助
金
は
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
、
地
域
の
中
心
地
へ
の

居
住
誘
導
を
目
的
に
民
間
事
業
者
の
宅
地

開
発
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。対
象
地
は
、

土
肥
・
天
城
・
中
伊
豆
の
小
学
校
周
辺
、

牧
之
郷
地
区
、修
善
寺
駅
か
ら
半
径
１
㎞
、

未
利
用
公
共
施
設
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
地
区
へ
の
拡
大
を
検
討

し
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
設
定
し
た
エ
リ
ア
へ
の
誘
導

を
進
め
ま
す

総
合
政
策
部
長
　
こ
の
補
助
制
度
で
、

対
象
と
し
た
各
エ
リ
ア
は
、
人
口
減
少
が

続
く
中
に
お
い
て
も
都
市
機
能
を
維
持
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
小
学
校
が

存
続
す
る
た
め
に
は
一
定
の
居
住
人
口
が

必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
総
合
計
画

に
位
置
付
け
、
居
住
誘
導
を
図
ろ
う
と
す

る
市
の
方
針
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
従
っ
て
、
現
時
点
で
は
現
在
設
定
し
た

エ
リ
ア
へ
の
誘
導
を
、
ま
ず
は
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動画はこちら

動画はこちら

動画はこちら

有機農業の拡大でオーガニック食品の普及を

国道・県道整備の要望状況と展望

民間事業者による宅地開発支援制度を問う
答

答

答

答

一
般
質
問
（
続
き
）・
行
政
視
察
報
告
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

質 問
Question

質 問
Question

質 問
Question

飯
田　
大 

議
員

　

　
伊
豆
市
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
、

医
療
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
医
療
の
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
か
か
り
つ
け
医
を
は
じ
め
と

す
る
、
医
療
体
制
の
概
要
と
、
課
題
に
対

し
て
の
今
後
の
検
討
方
法
を
伺
い
ま
す
。

医
師
会
を
含
め
、
検
討
す
る
た
め
の

会
議
の
場
を
近
々
設
け
る
予
定
で
す

健
康
福
祉
部
長
　

市
内
に
は
、
５
つ

の
病
院
と
、
10
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

診
療
所
の
医
師
は
14
名
で
、
高
齢
化
が
大

き
な
課
題
と
な
り
、
今
後
の
医
療
体
制
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
10
年
後
、
20
年
後
の
伊
豆
市
の
地
域
医

療
を
考
え
、
医
師
会
を
含
め
検
討
す
る
た

め
の
会
議
の
場
を
、
近
々
に
設
け
る
予
定

で
す
。

三
田　
忠
男 

議
員

　

遊
休
農
地
の
増
加
は
景
観
を
壊
し
ま

す
。
福
祉
分
野
と
農
業
政
策
の
連
携
の
取

り
組
み
で
、
遊
休
農
地
の
解
消
・
担
い
手

確
保
と
、
障
害
者
・
高
齢
者
等
の
所
得
向

上
と
や
り
が
い
の
創
造
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
伊
豆
市
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
る
施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

な
け
れ
ば
、
新
た
な
支
援
組
織
体
創
設
を

含
め
て
構
築
し
ま
せ
ん
か
。

農
福
連
携
事
業
へ
の
参
加
・
連
携
を

行
っ
て
い
ま
す

産
業
部
長　
現
状
で
は
、
県
が
実
施
し

て
い
る
農
福
連
携
事
業
へ
の
参
加
・
連
携

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
な
が
ら
、
国
が
推
進
し
て

い
る
有
機
農
法
に
よ
る
農
産
物
の
栽
培
、

及
び
販
売
を
福
祉
分
野
と
連
携
し
て
進
め

る
な
ど
、
市
の
施
策
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ

る
効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問　

〇
伊
豆
市
内
の
コ
ロ
ナ
増
加
の
現
状
と
令

和
４
年
伊
豆
市
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て

 

小
川　
多
美
子 

議
員

　

　
病
気
や
高
齢
に
よ
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
使
用
す
る
男
性
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

市
内
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
は
、

使
用
済
み
パ
ッ
ド
を
捨
て
る
た
め
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
人
で
も
、

将
来
必
要
と
な
っ
て
く
る
時
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
付
け
て

も
安
心
し
て
外
出
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ

設
置
を
し
ま
せ
ん
か
。

利
用
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

観
光
施
設
や
社
会
教
育
施
設
な
ど
含

め
て
、
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

健
康
福
祉
部
長
　

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
30
カ
所
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

　

未
設
置
の
多
目
的
ト
イ
レ
へ
の
設
置

を
順
次
行
い
、
男
性
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
ス
ペ
ー
ス
や
利
用

状
況
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
、
観
光
施
設
や
社

会
教
育
施
設
な
ど
も
含

め
、
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

〇
生
理
の
貧
困
、
女
性
の
尊
厳

動画はこちら

動画はこちら

動画はこちら

伊豆市地域医療の現状と課題、検討方法を問う

農業政策に福祉分野との連携の支援を

男性用トイレにサニタリーボックスの設置を

答

答

　長野県大町市では、公民学連携によるま
ちなか再生事業と、市議会による事務事業
評価について。社会福祉法人「くりのみ園」
では、福祉と農業の連携による障害者への
働く場の提供、所得向上、就労訓練等につ

いての取り組みを視察しました。コロナウ
イルスの影響で久しい行政視察でしたが、
他の市町村の方や市議会の方の話を実際に
聞くことは、大切なことであり、多くの刺
激を受ける機会となりました。

　島根県邑南町では、「A 級グルメ」と「日
本一の子育て村」の推進による、雇用の創
出と移住・定住人口、観光交流人口の増加
を目指す取組みや、県立矢上高校の取り組
みについての視察をしました。広島県北広
島町では、地域の課題解決の取り組みとし

て、まちづくり会社「はなえーる」の説明
を受けました。両自治体とも地域の一体感
を感じ、伊豆市においても、住民・地域・
行政が一丸となり、自分たちが移住定住し
たくなるようなまちづくりを推進すべきで
あると改めて強く思いました。

総務経済委員会  行政視察

教育厚生委員会  行政視察

下山　祥二総務経済委員長

広島県北広島町役場を訪問
島根県邑南町役場を訪問

おおなんちょう

チョウザメ養殖場を視察 寺本ファームを視察

社会福祉法人　くりのみ園を視察

間野　みどり教育厚生委員長

長野県大町市役所を訪問

議
会
広
報
よ
り
報
告
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記

答

各委員の報告書は伊豆市のホームページにアップしています
QRコード

▲11 10伊豆市議会だより 74号 伊豆市議会だより 74号

行政視察報告 一般質問



編  

集  

後  

記

　伊
豆
市
議
会
基
本
条
例
「
第

12
条
」（
議
会
広
報
の
充
実
）で
は
、

『
議
会
は
、
多
様
な
広
報
手
段
を

活
用
し
、
市
民
等
が
議
会
と
市

政
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し

た
広
報
活
動
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
議
会
広
報
委
員
会
は
、

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
議

会
だ
よ
り
の
様
々
な
『
改
革
』
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
『
わ
か
り
や

す
く
』、『
身
近
な
』
広
報
紙
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　議
会
広
報
委
員

鈴
木

　正
人

次回は令和 5年 2月 1日発行予定です。

▲ 議会ホームページ

　８月29日の FMIS生放送で、杉山誠議員が
定例会のお知らせや報告を行いました。
　次回は11月末に12月定例会のお知らせを
します。

１２月定例会の予定１２月定例会の予定

11/29   本会議初日
12/ 1   本会議2日目（一般質問）
 2   本会議3日目（一般質問）
 5   本会議4日目（一般質問）
 7  本会議 5日目（議案質疑）
12/ 20  本会議最終日

12/ 8   総務経済委員会
 9   教育厚生委員会

【本会議】午前９時 30分～

【委員会】午前９時 30分～

（場所 本庁２階 議場）

※変更となる場合があります。
　ご了承ください。

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.izu.shizuoka.jp

議会広報議会広報9月

アンケートを実施中！アンケートを実施中！

前回号アンケートにて、貴重なご意見をいただきましたのでご紹介させていただきます。
・QRコードや写真が多くあり、情報量が増え奥行きが広がった
・ページ案内がついてわかりやすい ・「市政を問う」が読みやすく読む人に優しい
・顔写真はマスクを外すと良い ・全面カラーだとよりわかりやすい
・内容豊富で良い勉強になる　　　　　　　　　　 　　　　　　（★★★★★ 60 代 男性）

・議会内容についてわかりやすく、読みやすい ・予算案など興味のある質疑内容がよく分かった
・各議員、様々な意見があり参考になる ・次回号も楽しみに待っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（★★★★★ 80代以上 男性）

　アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございます。ページ案
内や QR コード、わかりやすい内容など、改善を目指してきたことが評
価されたこと、非常に励みになります。今後も議会だよりの紙面改善
の参考にさせていただきます。

広報委員会委員より　

本会議は感染症対策をしながら、どなたで
も傍聴ができます。
本会議は、インターネットによる生中継と録
画配信も行っています。

議会傍聴・視聴のご案内議会傍聴・視聴のご案内

Tel.０５５８-７２-９９０６（議会事務局）　お問合せ／

伊豆市議会だより 検索

Webからも回答
できます♪アンケート回答フォーム

ここ

から

アン

ケー
トへ

伊豆市議会だより 74号 12


